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家庭科の授業を紹介します。～地域連携・教科横断的な学び 
本校のスクール・ポリシーのカリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び

実施に関する方針）には「教科横断と地域協働による課題解決型学習の改善・

充実」というものがあります。その中で、他教科とのコラボした授業や地域人

材との連携を密にした授業を多く展開している教科が「家庭科」です。今回は

そのうちの２つを紹介いたします。 

１年「家庭基礎」～保育座談会 

1 学年「家庭基礎」において、大樹町子育てボランティアハッピーライフの

お母さんにご来校いただき、座談会を行いました。座学の授業や普段の生活で

疑問に感じたことを、子育て真っ最中の方に直接お伺いしました。お話を伺っ

て、生徒一人一人が親になることについての考えを深めた時間となりました。 

 

 

 

 

 

 

３年「フードデザイン」～ＡＬＴに日本の食文化を伝えよう 

 ３学年選択科目「フードデザイン」では、本校でＡＬＴ（外国語指導助手、

英語の授業で定期的に指導）の２名に、英語を交えて、日本の食文化を紹介す

る授業を行いました。６つのグループが、食事のマナー、季節ごとの食、スイ

ーツについてなど、プレゼンテーションソフトでスライドを作成して発表し

ました。グループによっては、オールイングリッシュで説明したところも。 

このように、基本的な知識をしっかり身に付けつつ、ＩＣＴ活用も含め、実

践的な学びをどれだけ行っていくかが、今後は特に必要だと考えています。 

 

 

 

 

 

教科書では、学べないことも。


